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okajia akihiro
わぃー↓わ＝　　よわ＝（Ｈぃ）　　こわ＝（こわい）　以上九項です。こＯ外に、しぷぽぃ（甕からぃ）が　ありますが、語原も不明であり、他に、類例も見出　せませんから省きました。
　　　ぉぃ型（ぉぃ↓ぇ）
こいー↓け　　まるけ（圓こい）
ごいよげそいー↓せぞい↓ぜといよてどいー↓でぽいー↓．ヘ
めげ　（めごい）むせ　（迎い）むぜ　（むぞい）ふて　（太い）
かるけ（頼こい）類例なし
ほせ（紬い）
顛例なし
○ぶで（○ぶとい）
ひで　（ひどい）　　くで（くどい）えからｒへ　（えがら→ぽい）
〆
→
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一
の詞容形の鍔岡盛
語
法
-
　たいまだ＝　なぃょな＝　まぃー↓ま＝　ゃぃょゃ＝´らぃー’↓ら、
國　　語
－
研　　究
盛岡辨の形容詞の語法　　　　　　　　　　橘
　媛岡Ｏ形容詞を分けて、ァイ型、オイ型、ウイ型、イイ型、ヅ型Ｏ瓦つとします。これは，語尾Ｏ形で分けたものです。
　　　　ぁぃ型（ぁぃょぁＪ
かい↓が＝　　あがェ（赤い）かいよが＝　　ながェ（長い）さいよさ＝　　あさェ（溌い）
かだ＝（堅い）あぶな＝（危い）あま＝（廿い）はや．（早い）あら。・（荒い）
たがェ（高い）にがェ（苦い）くさ、（臭い）えだ＝（痛い）な＝　（無い）せま＝（狭い）頷例なし
くら、（暗い）
゛岡盛一一
の
形
詞容
の
ｍ
法
←
よいＪえ　　○え　（強い）　　ヽえ（良い）
ろぃＪれ　　ひれ　（戦い）　　くれ（ｍぃ）
をぃょゑ　　あゑ　（沿い）　　頷例なし
　以上十項です。こＯ外、逗いがトエとなる例があり　ますが、分順に惑ひます。また、「良い」は「いい」を　涌して、＝になつたもＯとすれば、オイ型に砺さな　ぃことになります。
　　　ぅぃ型（ぅぃー↓ぃょぅ）
ぐぃょぎ　　　ぬぎ（ぬくぃ）　　ひぎ（低い）
すぃょし（す）　やす（安い）　　　ぅす（諏ぃ）
づぃＪぢ（づ）　あづ（暑い）　　　きづ（きつい）
ふいＪび　　　すが（論い）
むぃＪみ　　　さみ（塞ぃ）
ゆぃー↓ぃ　　　か＝（疹ぃ）
るぃー↓り（る）　ふり、ふる（古い）わり、わる（悪い）　　　ぃぃ型（ぃぃＪぃ）
きぃー↓き　　　お。き（大きい）
しぃょします　　すずす（涼しい）
　　　　　　　　　　　けわす（嶮しい）
　　　　　　　　　　　やさす（優しい）
以上畢拝たのは、すべて、建曼形、柊止形Ｏ形です。
ド｛や、バに統く時も、やはり、この形から絨きます。その例
　　あさ。ども（浚いけれども）　あさ＝ば（溌ければ）
　　ふてども（太いけれども）　ふてば（太ければ）
　　ひぎども（低いけれども）　ひぎば（低ければ）
　　けわすども（嶮しいけれども）けわすば（除しければ）　修止形から、助詞Ｏカラに統く語法があります。但しこりカラは、束京ＯナーフＯ意味に常るもＯです。
　　な＝がら　買へ（無いなら、買へ）
　　ふてがら　削れ（太いなら、削れ）
　　あづがら　ぬげ（暑いなら、睨げ）
　形容詞Ｏ終止形から、直接、べに統く事もありますが下Ｏ採に言ふ方が普通な稼です。
　　　　　　　　　　　　寡　　　　多
　　浚いでせう　　あさ＝べ　　あさ＝がべ
　　太いでせう　　ふてべ　　　ふてがべ
　　低いでせう　　ひぎぺ　　　ひぎがべ
　　除しいでそう　けわすべ　けわすがべ
「あさがべ」「ふとがべ」「ひぐがべ」と嘗ふべき所ですが，竃つておＯ稼に言ふＯです。すべて、副詞Ｏ言ひ方には二た通りあります。
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詞
--法語の
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1~1
Ｊ!゛り:!　|「ぺ
　ゆらゆらづ（ゆらゆらする）
　ぐらぐらづ（ぐらぐらする）
　ぼか。づ　　（ぼか。とする）
以上は終止形、建ｍ形Ｏ形です。こＯ用法
酋水刀
ぴ終か止ぴ形かづ
。どろどろづ　ぐらぐらづ
ぴかび建か煎づ形刀
どろどろづぐらぐらづ
水
鵡
１１|，れＩ
　これがド｝・バ・カラ等に統いて次の揉になります。
　　びかぴかづども（ぴかぴかするけれども）
　　ぴかぴかづば　　（ぴかぴかすれぼ）
　　ぴかぴかづがら（ぴかぴかするなら）
ヅＯ代りに、ドとすれば、普通Ｏ副詞となります。
　　ぴかぴかど　光る
　　どろどろど　燭る
　　ぐらぐらど　動く
トをドに濁るＯは盛岡Ｇの法則です。但し、こりドは、鼻にか１らないから、普通○語間、語尾にあるドとは、明かに、Ｘ閻されます。従つて、窓と的、二度と二斗と
　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーダ　　　　　マタを間違ふ祓なことは、決して、ありません。「采」と「叉」　　ハ　ヂ　　　　　　　　ハテ
「派手」と「果」も同様Ｘ閻かばつきりしてゐます。と　　　　　　　　ｅ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌノ
-］04-
り
　　　　　　　　寡　　　　多
　　浚く　　あさぐ　　あさ＝ぐ
　　太く　　ふとぐ　　ふてぐ
　　低く　　ひぐぐ　　ひぎく
下段は、女子供Ｏ廿たるい言ひ方とされてゐましたが、今では、こｏ方が優勢です。語根に、ガルを附けて、動詞とする場合にも、同稼、二た通りあります。
　　　　　　　　　　寡　　　　　多
　　甘がる　　　うまがる　　　うま＝がる
　　むぞがる　　むぞがる　　　むぜがる
　　寒がる　　　さむがる（多）　さみがる
　語根にツラスナを附けて、非難Ｏ意味を表すことがありますが、こＯ場合にも、二た通りあります。
　　危なつらすな　　　危な＝つらすな
　　くさつらすな　　　くさ＝つらすな
　　さむつらすな　　　さみつらすな
　　　　ヅ型○形容詞
　ヅ型Ｏ形容詞といふＯは、擬容語にヅを附けたもＯです。そＯ例、
　　ぴかぴかづ（ぴかぴかする）
　　どろどろづ（どろどろする）
１
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ころが、チ・ツとなると、鼻にかゝるか、かｔらないか、従つて、本来Ｏ濁背か、よりＯ濁浮かといふＸ聞か「少しあいまいです。クズ（屑）とクヅ（靴）．ハジ（端）とハヂ（八）などは、アクセントのあり場所が逗ふからいｋけれども、マヅ（先づ）とマズ（松）などはやｋ憑ひます。
　私は、ここに・，ズとヅとを書き分けて来ましたが、これは、ズとヅとＯＸ開か存在するといふ意味ではなく、さういふ削史的似名づかひとは閻係なしに、たゞ、地方にあるニた通りｏ資性を，便宜上、Ｅ史的仮名を使つて姿はしたといふまでゞす。つまり表性交字として，髄史的交字を代均したに過ぎません。盛岡にはズヅの喊開がありませんから、小豆をアズキ、盃をサカズキ等といふ風に、｛方で靭｛しようといふ考へに反對すべき理山は浮原土は、ひ在しません。たゞし、方フ狗特Ｏ性まで、ズとすることは困ります。といふわけは、例へば、クズと書けぼ、靴でなく、盾と蹟まれでしまふからです。で私は、靴お方はクヅと害きます。もし、祗をクズと害きたかつたら、屑ｏ方は「く．が」とでも書いたらよいでせう。たゞし、こｋＯンは、かにかふるといふ記麹で、｛背節ではありません。鼻にかｘるといふＯは，空気が鼻腔に技けるといふ意味です。こＯ場合、鼻腔が共鳴しま
す。ですから、鼻をつざんで．は、この褒賞がうまく出来ません。こＯ性質を利用して、鼻をつまんで、貸費してみて、何の障害もなければクヅ、何か障劣があればクズ　（ク．必）と決定する事ができます。
　さて、「ぴかぴかづ」の語原は「ぴかびかといふ」だらかと思ひますｏ盛岡ではヽトィフはヽすべて，ヅとなります。飼へば「東京づ所」「中村づ人」「水富だづ」「来たづ」と一ふ風に。ドィフとヅとでは、少し、開きが大き過ぎる様でずが、閻に、ヂ、ー，または、ヂュといふ申問形を倦いて考へればいｋと思ひます。「岩乎煽釜石町方言誌」ｏ著者は、ピカフく・ヽジー等を、忠久活系形容詞の語幹Ｏ｛部であるし、それに語尾ｏィを附したもｏと説明して居ますが、ψなくとも、甕岡では、ジーでなくて、ヅです。釜石町には、ジとズと○匪閻がないと言ひますから、ビカピカジーはビカピカズーと書いても同じ琲でせうが、しかし、ズとヅと○問には．マズ（兎づ）とマヅ（松）位Ｏ距離があります。これは、交法上Ｏ問題でなくて、費啓上Ｏ開題です。費啓導者に調べてもらへば、すぐ、解決できるでせう。
　私が，忠久活溌に賛成しない理由Ｏ一つは。ジィＯ附く形容詞は、この地方には、か在しないといふ琲資に基
←
盛
岡
辨
の
容形
詞
の
語
法
-
きます。「ヒ｛ジイ」や「スサマジイ」は盛岡には有りません。「同じ」は「同じい」とたる事は絶對になく、建駒形は「同じ事」、終止は「同じだ」と賞ひます。つまりシク活用はあるけれども、ジク活用は無いと言ふことになります。もし、ピカピカジイが志久活起原なら、ピカピカシイと浩むべきはずです。
　ピカピカヅが、はたして、ピカビカトイフから来たとしますと、語原的には動詞なわけです。しかし、活用する形Ｏ上から見れば、形容詞とほとんど煌ひはありません。たミ少し違ふ所は、副詞に、ピカピカヅグを使はないで、ピカピカドと賞ふことです。木来、擬客語は副詞なＯですから、これは、常然でそう。また、ピカピカヅクテ（びかびかしてＯ意）○代りに、ピカピカゴアと賞ふ方が普通です。これは、ピカピカトテ、またはピカピカシテから来た○でそう。
　ヅ型○形容詞は、必ず、鬘語であるとは限りません。ポカ。ヅ（ぼか。とする。暖い往）、ザフ。ヅ（ざわ。とする。戦慄の往）　エカ。ヅ、（剌Ｏささ。た往）などいふ往な例もあります。　　　　　　　　　　　　　　　　　（完）
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